
ゆ
ら
さ
ち
こ

由
良
佐
知
子

◆
文
学
部
門

に
い
の
こ
う
じ
ろ
う

新
野
幸
次
郎

〈
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
所
長
〉

一協賛企業一

3４

辱＝、
＜＝、

雲

(順不同）

第
醒
回ブ
ル
ー
‘
メ
●
Ｉ
ル
賞

受
賞
者
発
表

創
刊
Ⅲ
周
年
を
機
に
神
戸
の
文
化
を
推
進
す
る
た
め
に
文
化
賞
「
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
（
青
い
海
）
賞
」

を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。
各
部
門
別
に
選
考
会
を
開
き
左
記
の
５
名
の
方
に
賞
を
お
贈
り
い

た
し
ま
す
。
（
拷
哲
式
は
四
月
十
日
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
に
て
）

受
賞
者
発
表

月
刊
神
戸
っ
子
創
刊
釦
周
年
を
記
念
し
て
創
設
し
た
「
神
戸
っ
子
賞
」
。
分
野
を
問
わ
ず
、
永

年
の
活
動
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
神
戸
文
化
の
振
興
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
功
労
の
あ
る
方
に

賞
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
驚
弐
は
四
月
十
日
ホ
テ
ル
ォ
ー
ク
ラ
神
戸
に
て
）

第
、
回神
戸
っ
子
賞

第29回ブルーメール賞

選
考
委
員

〈
詩
人
〉

伊
勢
田
史
郎

安
水
稔
和

鈴
木
漠

選
考
委
員

米
花
稔

小
笠
原
暁

石
阪
春
生

小
泉
康
夫

第１０回神戸っ子賞
santica
Th⑨NewHearlolKobe縛戸･三宮さんちか

神戸地下街株式会社

ZJC℃

ＵＣＣ上島加排株式会社

財間法人井植記念会

伽mnsin
関西西宮信用金庫

第１０回神戸っ子賞

第29回ブルーメール賞

一協賛企業一
(順不同）
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（
会
長
／
田
崎
俊
作
）

〈
チ
エ
リ
ス
ト
〉

う
え
む
ら
り
ふ
う
た

上
村
一
売
太

漣
箕
美
代
忠
勝

◆
音
楽
部
門

◆
美
術
部
門

◆
舞
台
芸
術
部
門

◆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門

じ
よ
う
こ
う
や
‐
Ｔ
ひ
さ

上
甲
裕
久

卿
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会

晃徳
弘一博

選
考
委
員

3５

一

lＭｌｗＡ

選
考
委
員

藤
本
ハ
ル
ミ

鈴
木
章
子

三
好
栄
三

小
泉
美
喜
子

は
や
し

ゆ
た
か

林
裕

弘敏忠
則也男

選
考
委
員

佐
野
岡
田
山
本

選
考
委
員

〈
美
術
家
〉

舞
爵
〉

中響小
西石

岡河中
田111苛島

7ﾃﾆｽ鄭

株式会社麟詮研

心田崎真珠

癖柵バーﾙｵ繕w'；

人に､美しいもの。

、大月真珠

ＳＩＮＣＥ１８８８

三輪運輸工業株式会社

,ＭＩＷＡ

些物鍵雪
株式会社エルアイシー
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米花稔さん
(神戸大学名誉教授〉

H３

１.淀川長治／映画評論家

2.朝比奈隆／指押者

3.陳舜臣／作家

4.宮崎辰雄／前神戸市長

5.中内切／ダイエー会長兼社長

6.巾西勝／画家

7.東山魁爽／画家

8・妹尾河童／舞台芸術家・エッセイス1,

9.高村助／コープこうぺ名粥理事長価間

１.淀川長治／映画評論家

２.朝比奈隆／指押者

３.陳舜臣／作家

４.宮崎辰雄／前神戸市長

５.中内切／ダイエー会長兼社長

６.巾西勝／画家

７.東山魁爽／画家

８・妹尾河童／舞台芸術家・エッセイス１，

９.高村肋／コープこうぺ名挫理事長、問

■歴代受賞者屋

傘戸つ桑

■
選
考
経
過

、

''’１一

第１０回

神戸っ子賞無 雷雷
震災復興としてのまちづくりに尽力
にいのこうじろう

新野幸次郎に ロ

行政や政界の会合には、なくてはならない“顔”だ
(関西電力株式会社神戸支店エネルギー悲話会にて）

■歴代受賞者屋

占
禁
止
懇
話
会
会
員
（
公
正
取
引
委
員
会
）

な
ど
数
多
く
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
て
き
た
。

時
に
神
戸
の
街
は
空
前
の
大
震
災
に
見
舞

わ
れ
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。
新
野
幸
次

郎
先
生
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
記
念

事
業
検
討
委
員
会
座
長
（
国
土
庁
）
を
、
ま

た
都
市
再
生
戦
略
策
定
懇
話
会
座
長
（
兵
庫

県
）
な
ど
、
震
災
復
興
の
ま
と
め
役
と
し
て

縦
横
の
活
躍
を
さ
れ
て
き
た
、
公
正
・
冷

徹
・
果
断
の
人
柄
で
山
穣
み
す
る
困
難
な
問

題
に
対
処
指
導
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
功
績
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
、
選
考
委
員

そ
し
て
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
既

に
神
戸
市
文
化
賞
、
兵
庫
県
文
化
賞
、
神
戸

新
聞
平
和
賞
な
ど
数
々
の
栄
誉
を
受
け
て
お

ら
れ
る
先
生
に
「
神
戸
っ
子
賞
」
を
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

〈
小
泉
康
士
ざ

ば
「
神
戸
っ
子
賞
」
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、

と
多
く
の
候
補
者
が
対
象
に
な
り
活
発
な
選
考

唾
が
行
わ
れ
た
。
が
、
結
局
満
場
一
致
で
新
野

薦
幸
次
郎
先
生
に
受
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

推
な
っ
た
．
新
野
先
生
は
、
終
戦
間
も
な
い
昭

和
二
十
四
年
、
神
戸
経
済
大
学
卒
業
と
同
時

に
文
部
教
官
と
し
て
教
職
に
就
か
れ
、
昭
和

二
十
七
年
神
戸
大
学
経
済
学
部
講
師
、
昭
和

二
十
八
年
同
学
部
助
教
授
に
、
昭
和
三
十
八

年
に
同
学
部
教
授
と
な
ら
れ
、
昭
和
五
十
一

年
同
学
部
学
部
長
を
歴
任
、
昭
和
六
十
年
二

月
に
神
戸
大
学
学
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
三

年
に
退
任
、
神
戸
大
学
名
誉
教
授
と
な
ら
れ

た
。
平
成
三
年
に
財
団
法
人
神
戸
都
市
問
題

研
究
所
所
長
に
就
任
、
そ
の
間
、
日
本
学
術

会
議
会
員
、
大
学
審
議
会
委
員
（
文
部
省
）
、

物
価
安
定
政
策
会
議
委
員
（
経
企
庁
）
、
中
小

企
業
安
定
審
議
会
会
長
代
理
（
通
産
省
）
、
独

小泉康夫
〈月刊神戸っ子会長〉

経
済
人
で
は
、
財
団
法
人
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
会
長
田
崎
俊
作
、
神
戸
大
学
学
長
西
塚
泰
美
、

前
商
工
会
議
所
会
頭
牧
冬
彦
、
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
社
長
南
部
靖
之
、
株
式
会
社
ノ
ー
リ
ッ
会
長
太
田
敏

郎
、
株
式
会
社
ア
シ
ッ
ク
ス
会
長
鬼
塚
喜
八
郎
ら
の
名
前
が
挙
が
っ
た
。
文
化
人
で
は
、
全
国
的
に
も
幅

広
い
活
動
を
続
け
、
神
戸
の
文
化
濃
度
を
上
げ
た
作
家
田
辺
聖
子
、
筒
井
康
隆
、
棋
聖
谷
川
浩
司
、
建

築
家
安
藤
忠
雄
、
洋
画
家
西
村
功
、
石
阪
春
生
、
元
町
画
廊
オ
ー
ナ
ー
佐
藤
廉
、
兵
庫
県
立
近
代
美
術

館
館
長
木
村
重
信
、
書
道
家
望
月
美
佐
、
華
道
知
香
流
家
元
成
瀬
香
梅
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
末
広

光
夫
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
辻
久
子
、
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
鍋
島
直
和
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
館

長
山
根
淑
子
、
劇
団
神
戸
代
表
夏
目
俊
二
、
生
田
神
社
宮
司
加
藤
隆
久
、
全
国
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
大
会

で
優
勝
し
た
神
戸
製
鋼
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
全
日
本
代
表
の
監
督
で
も
あ
る
平
尾
誠
二
の
名
前

も
。
霞
災
五
年
の
節
目
を
迎
え
、
振
り
返
っ
た
と
き
に
、
自
身
も
被
災
し
な
が
ら
他
の
活
動
を
嬢
牲
に

し
て
神
戸
の
街
の
震
災
復
興
に
尽
力
し
た
新
野
幸
次
郎
へ
の
授
賞
が
決
ま
っ
た
。
〈
文
中
敬
称
略
〉

可

石阪春生さん
く画家〉

帝

味
当
祁
什
叫
』
辞
ｌ
思
剖
Ｊ
Ｊ

国
選
考
委
員
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

小笠原暁さん

く宝塚霞謹賀研緬〉

鰭圃鍾蕊

ｈ

画

ロ

ｈ

画
郡郡

ロ
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画
一

3７

な

第
旧
回
神
戸
っ
子
賞
受
賞
者

神
戸
が
生
ん
だ

経
済
学
の
第
一
人
者

に
い
の
こ
う
じ
ろ
う

新
野
幸
次
郎

〈
財
団
法
人
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
所
長
〉

Ｌ

麺

四

一

神
戸
大
学
長
を
退
官
後
、
「
少
し
楽
を
し
た

い
」
と
思
っ
て
、
前
・
神
戸
市
長
の
宮
崎
辰

雄
さ
ん
が
設
立
し
た
財
団
法
人
神
戸
都
市
問

題
研
究
所
の
所
長
に
就
任
。
そ
の
矢
先
の
大

震
災
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
手
腕
を
買
わ
れ
て
、

国
土
庁
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
記
念
事

業
検
討
委
員
会
座
長
、
兵
庫
県
の
生
活
復
興

県
民
ネ
ッ
ト
代
表
な
ど
、
神
戸
復
興
の
第
一

線
に
立
っ
て
采
配
を
振
る
立
場
と
な
っ
た
。

「
私
だ
け
の
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の

方
々
が
動
い
て
く
だ
さ
っ
た
お
蔭
で
す
」
と

話
す
が
、
こ
の
人
あ
っ
て
の
成
果
だ
。

大
震
災
か
ら
五
年
。
一
つ
の
総
括
と
し
て

千
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
報
告
書
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
神
戸
復
興
誌
」
（
神
戸
市
編
集
・
発

一
Ｕ
も
刊
行
さ
れ
た
。

「
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
様
々
な
検
証
を
生

か
し
て
、
新
し
い
復
興
の
あ
り
方
を
提
示
し

た
い
」
と
神
戸
復
興
へ
、
さ
ら
に
意
欲
を
見

せ
る
一
方
、
「
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
専
門
分
野
で

仕
事
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
」
と
も
。

経
済
学
一
筋
の
人
で
あ
る
。

〈
佐
井
〉

平
成
五
年
一
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

大
震
災
は
、
新
野
さ
ん
に
と
っ
て
、
新
た

挑
戦
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

ｒＰＰ

－．ｊ

鼠乎'' 円
き
■
０
１
１

路

錘 （
夕

撮影／米田英男

鱒－，－１‘
財団法人神戸都市問題研究所にて
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安水;稔和さん
く詩人〉

3８

15.詩／武田信明

16.小説／山西史子

17.詩／たかとう匡子

18.小説／森栄枝

19.詩／田中紀子

20.小説／夏巳ゆらこ

21.詩／渡辺信雄

22.小説／吉田典子

23.詩／村中秀雄

24.評論／大塚雅子

25.詩／増田まさみ

26.小説／野元正

27.詩／岩崎風子

28.エッセイ／毛丹青

回歴代受賞者

１.詩／中村隆

２.小説／鄭承博

３.俳句／小泉八亜子

４.小説／福元早夫

５.詩／三宅武

６.小説／秋吉好

７.詩／江頭越子

８.小説／桜井利枝

９.詩／梅村光明

10,小説／吉保知佐

１１.詩／季村敏夫

12.小税／福岡勝利

13.詩／時里二郎

14.評論／松尾美恵子

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
で
い
て
思
い
が
け
な
い

も
の
、
次
々
と
見
つ
け
出
し
て
、
見
定
め
て
、

書
く
。
書
き
な
が
ら
言
葉
が
の
び
る
。
心
が

育
つ
。
「
虹
」
と
い
う
詩
に
つ
い
て
こ
ん
な
こ
と
を

書
い
て
い
る
。
あ
の
日
あ
の
虹
に
は
も
う
二

度
と
出
会
う
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、
言
葉
で

写
し
取
る
と
消
え
た
あ
と
も
く
っ
き
り
と
見

え
る
。
「
消
え
た
後
で
も
零
れ
続
け
て
い
る
も

の
を
見
つ
け
た
く
て
、
わ
た
し
は
詩
を
書
い

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
」

受
賞
詩
集
の
題
は
『
ど
ん
な
木
』
。
由
良
佐

知
子
は
ど
ん
な
木
な
の
か
。
歩
く
木
、
走
る

木
、
立
ち
ど
ま
る
木
。
き
り
り
と
立
つ
木
。

よ
く
通
る
声
が
は
っ
き
り
と
も
の
を
言
う
木
。

な
に
よ
り
も
、
楽
し
み
な
木
。
〈
安
水
稔
和
〉

第２９回

ブルーメーノレ賞

■
選
考
経
過

今
回
の
選
考
対
象
は
現
代
詩
。
過
去
二
年
間
に
発
表
さ
れ
た
作
品
の
中
よ
り
候
補
が
あ
げ
ら
れ
た
。

富
哲
世
の
『
天
人
五
衰
』
、
『
震
え
る
』
の
玉
井
洋
子
、
『
馬
に
な
ゑ
の
川
田
あ
ひ
る
、
『
ふ
う
わ
り

と
』
の
杉
本
深
由
起
、
『
落
と
し
た
ポ
ー
ル
』
の
柴
田
実
、
「
風
祭
」
の
佐
伯
圭
子
。
さ
ら
に
は
、
震
災

直
後
か
ら
続
け
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
神
田
さ
よ
の
貢
１
フ
コ
ー
ト
を
は
お
っ

て
」
、
雨
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
良
質
で
あ
ま
や
か
な
叙
情
を
表
現
す
る
梓
野
陽
子
の
『
海
の
位
置
』
、
『
蜜

柑
』
の
井
上
潔
子
は
筆
力
が
あ
り
傑
作
の
詩
を
含
ん
で
い
る
と
、
審
査
員
ら
も
絞
り
込
み
に
頭
を
悩
ま

せ
た
。そ

う
い
っ
た
な
か
最
終
的
に
由
良
佐
知
子
の
初
詩
集
『
ど
ん
な
木
」
が
、
日
常
生
活
の
な
か
か
ら
彼

女
自
身
の
視
点
で
見
つ
け
る
「
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
で
、
思
い
が
け
な
い
も
の
」
を
爽
や
か
に
表
現
し

た
と
し
て
、
全
員
一
致
で
決
定
し
た
。
〈
文
中
敬
称
略
〉

く文学部門＞

ありふれた日常を爽やかに表現
ゆらさちこ

由良佐知子に ｢どんな木」由良佐知子詩集（縄集工房ノア）

ば
水
た
ま
り
に
空
が
映
っ
て
い
る
の
は
あ
り

と
ふ
れ
た
風
景
だ
が
、
こ
の
詩
人
は
溝
を
の
ぞ

唾
い
て
長
い
空
を
見
つ
け
る
。
雲
の
上
を
歩
く

薦
黒
猫
を
見
つ
け
る
。
「
気
づ
か
な
い
ま
ま
／
い

推
い
日
っ
て
あ
る
」
と
書
く
．

切
ら
れ
て
今
は
な
い
木
の
花
の
薫
り
を
か

ぐ
。
も
う
い
な
い
人
の
姿
を
見
る
。
「
た
し
か

に
匂
っ
て
い
る
」
と
書
く
。

蔓
草
だ
け
が
写
っ
て
い
る
写
真
を
見
て
、

風
が
写
っ
て
い
る
と
い
う
。
「
風
だ
け
が
写
っ

て
い
る
」
と
書
く
。

結
婚
間
近
い
娘
の
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い

美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
「
や
が
て
背
中
に

歯
を
あ
て
る
人
が
い
て
」
。

研
い
だ
米
が
ゆ
っ
く
り
と
水
を
吸
う
気
配
。

漬
け
こ
ま
れ
る
菜
の
花
の
小
さ
な
叫
び
声
。

伊勢田史郎さん
く詩人〉

と昌金
鈴木漢さん
く詩人〉

二三

Ｌ

■も砲､

砦』Ｉ

貢

『
吋

司
‐

里
塑
阜
刊

国
選
考
委
員

一
」
一
正
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》
弔

町

ｒ

》
ｐ

』

3９

『L÷卜亜Ｌ

〃
夕
一

黙１Ｊ pｌ画
Ｐ
Ｆ
Ｆ
●
追
．

､､
》
弔

町

ｒ

。
詩
を
書
く
よ
う
に
な
っ
て
、
日
常
生
活
を
ば

か
に
し
て
は
い
け
な
い
っ
て
つ
く
づ
く
思
い
ま

す
ね
」
。
垂
水
区
の
自
宅
の
近
く
に
あ
る
菜
園
で
、

仲
間
と
野
菜
づ
く
り
を
始
め
た
の
も
こ
の
頃
。

畑
に
座
り
、
趣
味
の
木
版
画
の
下
絵
を
描
く
。

「
見
上
げ
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
わ
ず
か
な
空
し
か

見
え
な
い
け
ど
、
人
間
の
生
活
を
左
右
す
る
大

き
な
老
弊
些
。
生
活
人
と
し
て
、
身
近
な
自
然
に

強
く
魅
か
れ
る
。
菜
園
の
隅
に
ひ
っ
そ
り
と
育

つ
み
か
ん
の
木
。
十
か
月
ぶ
ら
さ
が
っ
て
、
や

っ
と
美
し
い
実
に
な
る
。
マ
ー
マ
レ
ー
ド
を
作

り
な
が
ら
ひ
し
と
感
じ
る
。
「
み
か
ん
が
抱
い
て

き
た
時
間
／
受
け
と
め
た
光
／
鍋
の
中
で
煮
詰

ま
っ
て
／
透
き
通
っ
て
い
く
」
。
日
常
の
波
が
打

ち
寄
せ
た
も
の
を
拾
い
集
め
て
責
架
に
す
る
。

「
人
が
集
ま
っ
て
何
か
す
る
の
が
大
好
き
」
と

い
う
由
良
さ
ん
。
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
児
童

文
学
の
グ
ル
ー
プ
で
童
話
を
書
い
た
り
、
自
宅

を
図
書
館
と
し
て
解
放
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て
き
た
。
二
十
代
の

頃
に
始
め
た
詩
は
一
旦
や
め
て
い
た
が
、
そ
の

間
、
雲
皿
む
こ
と
と
書
く
こ
と
は
一
日
も
欠
か
さ

な
か
っ
た
」
。

『
ど
ん
な
木
』
は
、
詩
と
再
び
向
き
合
う
よ
う

に
な
っ
て
十
年
間
の
作
品
を
ま
と
め
た
。

君
振
り
返
れ
ば
あ
ま
り
に
赤
裸
々
で
恥
ず
か
し
い

こ
と
ば
か
り
。
で
も
、
そ
の
と
き
と
同
じ
気
持

ち
に
は
二
度
と
な
れ
な
い
か
ら
、
言
葉
に
し
て

残
し
て
お
く
ん
で
す
完
由
良
さ
ん
が
こ
れ
か
ら

出
会
う
の
は
ど
ん
な
木
だ
ろ
う
。
全
Ｊ
都
壱
巴

第
朗
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
〈
文
学
部
門
〉
受
賞
者

ｂ

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
で

思
い
が
け
な
い
も
の

扇影／米田英男

ゆ
ら
さ
ち
こ

由
良
佐
知
子
〈
詩
人
》

垂水区菜園で
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回
選
考
委
員
１
１
１
１
１
‐
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１

ば
た
と
え
ば
聴
く
者
の
胸
に
染
み
入
る
よ
う

と
な
優
し
い
音
色
。
た
と
え
ば
駆
け
行
く
天
馬

唾
の
ご
と
き
雄
揮
な
力
強
さ
。
あ
る
い
は
研
ぎ

薦
澄
ま
し
た
よ
う
に
光
を
放
つ
理
知
的
な
切
れ

推
味
．
そ
う
し
て
深
々
と
語
り
か
け
て
く
る
、

温
か
く
豊
か
な
音
の
流
れ
。

チ
ェ
ロ
と
い
う
楽
器
に
は
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
人
の
心
の
、
ど
こ
か
深
い
と
こ
ろ
に

届
く
不
思
議
な
魅
力
が
あ
る
。

チ
ェ
ロ
の
世
界
の
若
獅
子
、
林
裕
さ
ん
は
、

そ
う
し
た
チ
ェ
ロ
の
魅
力
を
、
余
す
と
こ
ろ

な
く
備
え
て
、
明
る
い
未
来
を
予
感
さ
せ
る

大
器
だ
。
早
く
か
ら
注
、
を
集
め
、
大
阪
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
首
席
奏
者
と

し
て
活
躍
、
朝
比
奈
隆
指
揮
の
定
期
演
奏
会

で
の
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
協
奏
曲
で
は
、
構

え
の
大
き
な
演
奏
で
称
賛
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

4０

15.延原武春／指揮

16.中西覚／作曲

１７.青井形／ピアノ

18.広岡隆正／声楽

19.戎洋子／ピアノ

20.大前哲／作曲

21.中野腿理／ピアノ

22･田中修二／ピアノ

23.岡本一郎／リュート

24.畑雌文／声楽

25.釜洞祐子／声楽

26.け-卜･ｴｲド･銅/ﾛデｭーｽ
27.鈴木雅明／指抑・ﾁｪﾝパﾛ
28.北浦洋子／ヴァイオリン

四歴代受賞者

１.田原富子／ピアノ

２.矢野恵一郎／合唱指導
３.上月倫子／バレエ

４.今岡順子／バレエ

５.小石忠男／音楽評論

６.中村茂隆／作曲

７.関晴子／ピアノ

８.坂本環／声楽

９･山内鈴子／ピアノ

１０.松本幸三／声楽
１１.伊藤ルミ／ピアノ

12.井上和世／声楽

13.末広光夫／ブﾛデｭー ｽ

1４安芸栄子／声楽

響敏也さん
く音楽評論家〉

第２９回

ブルーメーール賞

昨
年
度
の
音
楽
界
の
活
動
を
振
り
返
り
、
多
く
の
候
補
者
の
名
前
が
挙
が
っ
た
。

定
期
演
奏
会
な
ど
、
神
戸
を
中
心
に
活
動
を
続
け
て
い
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
神
戸
の
主
宰
で
あ
り
フ
ル

ー
ト
奏
者
の
矢
野
正
浩
。
神
戸
出
身
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
、
毎
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
そ
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
の
素
晴
ら
し
さ
を
披
露
し
て
い
る
マ
リ
ン
バ
の
名
倉
誠
人
。
年
々
歌
唱
力
、
演
技
力
共
に
力
を
つ
け

て
い
る
バ
リ
ト
ン
の
井
原
秀
人
。
ジ
ャ
ズ
界
で
は
世
界
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
小
曽
根
真
、
タ
イ
ガ

ー
大
越
。
神
戸
で
の
定
期
的
コ
ン
サ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
長
岡
京
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
団
結
力

と
生
み
だ
す
音
の
素
晴
ら
し
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
小

梶
由
美
子
。
意
欲
的
な
姿
勢
で
挑
戦
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
碇
山
典
子
。
関
西
二
期
会
で
数
々
の
舞
台
を

こ
な
し
て
い
る
ソ
プ
ラ
ノ
の
小
西
潤
子
な
ど
。

最
終
的
に
は
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
リ
サ
イ
タ
ル
や
留
学
経
験
な
ど
の
集
大
成
と
も
言
え
る
昨
年
の
リ

サ
イ
タ
ル
の
演
奏
が
大
き
く
評
価
さ
れ
、
チ
ェ
リ
ス
ト
の
林
裕
に
決
定
し
た
。
〈
文
中
敬
称
略
〉

鋼覇派

く音楽部門＞

チェロの魅力、歌の心を表現する
はやしゆたか

林裕に

唾

力強く優しくチェロを奏でる

海
外
で
の
研
鎖
を
経
て
独
奏
者
と
し
て
の
活

動
に
入
っ
て
い
る
が
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
聴

い
た
昨
年
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
一
回
り
も
二

回
り
も
大
き
く
な
っ
た
演
奏
の
姿
に
眼
を
見

張
っ
た
。
何
よ
り
、
お
お
ら
か
な
音
の
構
築

が
美
し
く
壮
快
な
の
だ
。
加
え
て
、
押
す
引

く
想
い
の
ま
ま
の
表
現
力
も
雄
弁
。

大
切
な
の
は
、
今
時
の
演
奏
家
が
忘
れ
か

け
て
い
る
呼
吸
感
が
、
こ
の
人
の
演
奏
に
は

確
か
に
あ
る
こ
と
。
人
が
生
き
る
証
と
し
て

の
深
く
豊
か
な
息
遣
い
が
あ
る
。
そ
れ
が
楽

器
を
通
し
て
「
歌
の
心
」
と
な
る
の
だ
。

神
戸
女
学
院
大
学
で
の
後
進
の
指
導
も
頼

も
し
い
。

二
○
○
○
年
の
春
に
発
表
さ
れ
る
「
ブ
ル

ー
メ
ー
ル
賞
」
に
、
き
っ
と
爽
や
か
な
春
風

を
も
た
ら
す
人
だ
。
〈
響
敏
也
〉

段，

'1皇沙
小石忠男さん
く音楽評論家〉

癖

■
選
考
経
過

中西弘則さん
く神戸新聞文化部音楽
担当〉

二一_~~

烹八意

剖壱一

瀞 ‘
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全
て
の
人
の
心
に
届
け
た
い
椛
撚

父
親
は
チ
ェ
リ
ス
ト
の
林
良
一
。
生
ま
れ
た

時
か
ら
音
楽
と
い
う
環
境
の
中
に
い
た
。

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
器
楽
科
を
卒
業

後
、
一
九
九
三
年
に
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
に
首
席
の
チ
ェ
リ
ス
ト
と
し
て
迎

え
ら
れ
た
。
同
年
第
六
十
二
回
日
本
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
チ
ェ
ロ
部
門
の
第
一
位
と
黒
柳

賞
を
同
時
に
受
賞
。
一
九
九
八
年
に
は
ド
イ
ツ

の
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
音
楽
大
学
大
学
院
を
首
席

で
修
了
。
帰
国
後
も
数
々
の
リ
サ
イ
タ
ル
や

交
響
楽
団
と
の
共
演
な
ど
着
実
な
活
動
を
続

け
て
き
た
。
現
在
は
神
戸
女
学
院
大
学
音
楽
部

の
講
師
と
し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、

活
蝿
の
場
は
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
は
バ

ッ
ハ
の
没
後
二
百
五
十
年
に
あ
た
り
、
無
伴
奏

チ
ェ
ロ
組
曲
、
ガ
ン
バ
ソ
ナ
タ
全
曲
演
奏
会
を

秋
に
開
く
な
ど
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
ま
す

ま
す
意
欲
的
だ
。

楽
器
の
大
き
さ
、
弦
の
振
動
幅
、
曲
の
中
で

の
位
置
づ
け
な
ど
、
す
べ
て
に
お
い
て
中
庸
に

あ
た
る
の
が
チ
ェ
ロ
。
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
全
体

を
支
え
、
曲
の
榊
成
全
体
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
ね
」
。
空
間
に
チ
ェ
ロ
の
音
は
と
け
や
す

い
た
め
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
弾
く
時
は
か
な
り

力
を
入
れ
て
弾
く
時
も
あ
る
。
「
顔
に
は
出
し

ま
せ
ん
が
垂
含
。
話
し
方
や
雰
囲
気
な
ど
も

中
庸
の
お
だ
や
か
さ
を
持
っ
た
人
だ
。
「
ホ
ー

ル
の
一
番
遠
く
で
聴
い
て
い
る
方
に
届
く
よ
う

に
チ
ェ
ロ
に
向
か
っ
て
い
ま
す
」
。
相
手
を
意

識
し
た
演
奏
は
聴
衆
の
心
に
伝
わ
り
、
常
に
新

１４

し
い
感
動
を
呼
ん
で
い
る
。
金
剛
田
〉

第
閉
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
貫
く
音
楽
部
門
〉
受
賞
者

自宅で
撮影／米田英男

〈
チ
ェ
リ
ス
ト
〉
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回歴代受賞者

１.彫刻／山口牧生

2.造形／丸本耕
３.洋画／小西保文

４.版画/藤原向意

５.平面／斎藤智

６.洋画／剛相和

Ⅵ洋画／山本文彦

８.造形/堀尾貞治

9.造形／榎忠

１０.版画／松谷武判

11.平面／木下佳通代

12.造形／宮崎豊治

13.平而/藤原志保

１４.建築／武田則明

１５.平而／石川暗久

4２

１６.平面／松原政補
17.造形／植松杢二

18.彫刻／松本薫
19.造形／杉山知子

20.彫刻／田中昇

21.絵画／坪田政彦

絵画／木津文哉

22.版画／片山みやび

23.彫刻／牛尾啓三

24.絵画／中井浩史

25.絵画／奥田善己

26.写真／赤崎湯Lま

27.造形／宮崎みよし

28.造形／上前智祐

１６.平面／松原政補
17.造形／植松杢二

18.彫刻／松本薫
19.造形／杉山知子

20.彫刻／田中昇

21.絵画／坪田政彦

絵画／木津文哉

22.版画／片山みやび

23.彫刻／牛尾啓三

24.絵画／中井浩史

25.絵画／奥田善己

26.写真／赤崎湯Lま

27.造形／宮崎みよし

28.造形／上前智祐

イ
ラ
ン
ド
現
代
ア
ー
ト
野
外
展
」
に
出
品
し

た
「
伏
流
水
」
と
い
う
作
品
は
、
彼
の
そ
う

し
た
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
「
普
段
は
目

に
見
え
な
い
け
れ
ど
も
何
か
の
機
会
に
立
ち

現
れ
て
く
る
も
の
」
ｌ
自
然
の
中
に
存
在
す

る
目
に
見
え
な
い
大
き
な
力
ｌ
を
表
現
し
よ

う
と
し
て
、
遊
歩
道
の
タ
イ
ル
を
一
部
は
ぎ

取
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
、
兵
庫
県
立

近
代
美
術
館
で
開
催
中
の
「
震
災
と
美
術
」

展
（
三
月
二
十
日
ま
で
）
に
も
、
彼
は
同
じ

タ
イ
ト
ル
の
作
品
を
出
品
し
て
い
る
。
震
災

当
時
、
地
割
れ
が
生
じ
た
美
術
館
の
庭
の
同

じ
場
所
に
、
モ
ル
タ
ル
の
上
管
を
配
置
し
て

一
部
を
破
壊
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
伏
流
水
」
ｌ
そ
れ
は
彼
自
身
の
中
に
存
在

す
る
創
造
力
の
み
ご
と
な
比
倫
で
も
あ
る
。

〈
中
島
徳
博
〉

ば
上
村
亮
太
の
作
品
に
一
貫
す
る
も
の
は
、

と
そ
の
パ
ワ
ー
の
強
度
と
集
中
力
で
あ
る
よ
う

正
に
思
わ
れ
る
。
重
量
感
の
あ
る
色
調
と
力
強

薦
ぃ
タ
ッ
チ
に
よ
っ
て
埋
め
尽
く
さ
れ
た
画
面

推
か
ら
は
、
生
命
力
の
ほ
と
ば
し
り
を
感
じ
と

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
激
し
い
タ
ッ
チ
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
、
一
見
抽
象
画
の
よ
う
な

観
を
呈
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
こ

の
作
家
の
場
合
具
象
絵
画
で
あ
る
。
し
か
し
、

彼
の
作
品
は
、
決
し
て
従
来
の
絵
画
の
枠
に

収
ま
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
は
な
い
。
壁
面
の

み
で
は
な
く
、
床
面
に
も
延
長
す
る
作
品
の

展
示
方
法
は
、
こ
の
作
家
が
旧
来
の
タ
プ
ロ

ー
主
義
者
で
な
い
こ
と
を
明
確
に
物
語
っ
て

い
よ
う
。
そ
し
て
彼
の
作
品
の
テ
ー
マ
は
彼

の
生
き
方
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

一
九
九
六
年
、
震
災
後
最
初
の
「
六
甲
ア

第２ｇ回

ブルー=メーール賞

岡田弘さん河崎晃一さん中島徳博さん
く元町画廊社長〉〈芦屋粒諦鯛館学芸課長〉〈兵I誤錘代美術館砦議長〉

く美術部門＞

ほとばしる生命力、若きエネルギーに期待
うえむらりようた

上村亮太に
D｢awingSeries“RecolIection”（46000×2700）

蕊

回歴代受賞者

１.彫刻／山口牧生

2.造形／丸本耕
３.洋画／小西保文

４.版画/藤原向意

５.平面／斎藤智

６.洋画／剛相和

Ⅵ洋画／山本文彦

８.造形/堀尾貞治

9.造形／榎忠

１０.版画／松谷武判

11.平面／木下佳通代

12.造形／宮崎豊治

13.平而/藤原志保

１４.建築／武田則明

１５.平而／石川暗久

画
選
考
委
員
，
’
－
１
１
１
‐
’
１
１
１
‐
‐
－
１
’
’
１
‐
１
１

二
○
○
○
年
、
そ
し
て
震
災
か
ら
五
年
と
い
う
｝
」
と
も
ふ
ま
え
、
若
々
し
く
、
前
向
き
に
制
作
活
動

を
続
け
る
作
家
た
ち
が
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
。
絵
画
で
は
チ
ェ
コ
で
の
絵
本
原
画
展
を
成
功
さ
せ
た
中

辻
悦
子
や
昨
年
度
「
川
の
絵
画
大
賞
展
」
で
の
大
賞
ほ
か
数
々
の
賞
を
受
賞
し
脂
の
の
る
花
房
完
昇
、

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
「
現
代
日
本
絵
画
の
展
望
展
」
に
出
展
の
上
村
亮
太
、
善
住
芳
枝
、

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
の
個
展
を
成
功
さ
せ
た
寺
門
孝
之
。
ま
た
、
雲
丹
亀
利
彦
、
「
な
ま
ず
」
を
モ
チ

ー
フ
に
ユ
ニ
ー
ク
さ
の
あ
る
稲
田
峻
、
日
本
画
と
抽
象
画
の
両
面
で
活
躍
し
プ
ル
ー
シ
ー
ト
を
利
用
し

た
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
見
事
な
熱
田
守
、
震
災
後
の
菅
原
市
場
を
描
く
な
ど
一
般
の
人
々
に
与
え
た
イ
メ
ー

ジ
も
大
き
い
西
田
員
人
ら
の
日
本
画
陣
も
奮
闘
し
た
。
写
真
で
は
小
谷
泰
子
、
吉
野
晴
朗
。
陶
芸
の
重

松
あ
ゆ
み
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
活
躍
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
た
。
立
体
造
形
で
は
東
山
嘉
事
、
テ
キ
ス
タ
イ

ル
ァ
ー
ト
の
密
祐
快
、
紙
コ
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
な
ど
。

し
か
し
最
終
的
に
は
上
村
亮
太
が
、
そ
の
作
品
か
ら
感
じ
さ
せ
る
激
し
い
生
命
力
、
「
六
甲
ア
イ
ラ

ン
ド
現
代
ア
ー
ト
野
外
展
」
や
「
震
災
と
美
術
」
展
で
み
せ
た
よ
う
な
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
美
術
へ
の

情
熱
を
評
価
さ
れ
た
。

■
選
考
経
過

ｦ霊号､患
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「
め
く
り
あ
が
り
沈
み
込
ん
だ
人
工
海
岸
、

溢
れ
出
て
海
に
流
れ
去
っ
た
泥
水
の
痕
跡
」
。

震
災
直
後
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
マ
リ
ン
パ
ー

ク
で
呆
然
と
眺
め
た
光
景
。
翌
年
、
上
村
さ

ん
が
「
現
代
ア
ー
ト
野
外
展
」
に
出
品
し
た

『
伏
流
水
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
表
現
方
法
と
は

全
く
異
な
る
野
外
で
の
制
作
。
「
偶
然
に
も
同

じ
場
所
で
被
災
し
た
自
分
に
し
か
造
れ
な
い

も
の
」
を
模
索
し
た
。

既
に
美
し
く
整
え
ら
れ
た
人
工
海
岸
と
、

傷
つ
い
た
ま
ま
の
生
ま
れ
育
っ
た
街
、
あ
ま

り
に
対
照
的
で
「
し
ゃ
く
だ
っ
た
」
。
そ
の
下

に
、
「
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
大
き
な
力
」

を
表
現
す
る
こ
と
で
、
〃
思
い
出
せ
！
″
そ
ん

な
思
い
も
込
め
た
。
今
年
、
「
震
災
と
美
術
」

展
に
同
名
の
作
品
を
出
品
し
て
い
る
。

絵
画
作
品
で
見
せ
る
独
特
の
タ
ッ
チ
が
、

「
抽
象
画
こ
そ
真
の
芸
術
だ
と
信
じ
て
い
た
」

頃
の
上
村
さ
ん
を
坊
沸
さ
せ
る
。
現
在
の
よ

う
に
具
象
、
造
形
と
幅
広
い
表
現
を
も
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
は
震
災
の
あ
と
。
久
し
ぶ
り

に
登
っ
た
鳴
子
ヶ
原
の
実
家
の
裏
山
、
山
頂

で
見
た
花
や
木
々
の
肱
さ
に
、
懸
か
れ
た
よ

う
に
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。
「
楽
し
く
描
け
ば
い

い
」
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
忘
れ
、
世
間
に
認

め
ら
れ
な
い
不
満
と
、
諺
屈
し
た
心
で
絵
に

向
か
っ
て
い
た
自
分
に
気
付
い
た
。

今
、
「
何
に
で
も
挑
戦
し
た
い
と
思
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」
。
表
現
の
前
で
は
枠
を
も
う
ち

破
る
パ
ワ
ー
を
も
つ
。
〈
宇
都
一
色

兵庫県立近代美術館で、作品と 撮影／米田英男

〈
美
術
家
〉

う
え
む
ら
り
よ
う
た

上
村
亮
太

月
■

湧
き
あ
が
る
創
造
力
を

パ
ワ
ー
に

4３

第
四
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
〈
美
術
部
門
〉
受
賞
者
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佐野漣箕さん
く元神戸新聞
取締役文化事業局長〉

Ｉ

15.邦舞／松本尚蒔

16.笑クリエイト社／楠本喬章

17.フラメンコ／東仲一矩

18.能楽／久田徹二

19邦楽／大和楽「蘭の会」

20.貞松・浜田バレエ団

21.邦舞／花柳芳圭次

22.演劇／劇団四紀会

23．バレエ／貞松正一郎

24.狂言／善竹忠一郎

25.邦舞／花柳小三郎

26.邦舞／若柳吉金吾

27‘パﾚｴ／太田由利

28.狂言／善竹隆司･善竹隆平

回歴代受賞者

1.邦舞/花柳芳志一子

２.邦舞／若柳吉南三

3.能楽/吉井順一

4.邦釧f/花柳芳軒三郎

5.邦舞/花柳吉隻

6邦舞/藤間緑寿郎

7邦舞/尾上菊見

8.能楽/藤井徳三

9.仮名手庵歌舞伎/海野光子
10.演劇／コメディ・ド‘フーケッ

1Lモダンタﾝｽ／加藤きよ子

12.舞踏/藤田佳代

13.邦舞/花柳五三輔

14.映画／白羽弥仁

の
沈
黙
を
破
っ
て
、
ご
自
身
も
踊
っ
て
の
構
“

成
演
出
振
付
の
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
」
は
激
震
を

体
験
し
た
子
供
の
作
文
六
編
の
朗
読
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
人
間
の
命
の
輝
き

が
激
し
く
、
若
々
し
く
、
明
快
な
躍
動
美
、

威
厳
に
満
ち
た
技
巧
は
圧
観
。
音
楽
も
胡
弓

三
味
線
な
ど
入
れ
純
度
の
高
い
詩
情
、
成
熟

し
た
余
韻
は
見
事
で
し
た
。
上
甲
さ
ん
の
蓄

積
さ
れ
た
舞
踊
哲
学
の
結
晶
で
し
た
。
私
流

に
分
析
さ
せ
て
も
ら
え
ば
「
強
固
で
端
正
な

演
劇
合
理
主
義
的
計
算
術
思
想
の
結
実
」
「
永

遠
を
瞬
時
に
現
わ
す
こ
と
の
で
き
る
鬼
才
の

炎
上
」
で
し
た
。
骨
髄
に
ま
で
染
み
こ
ん
だ

バ
レ
エ
の
王
道
を
往
く
「
鬼
才
」
こ
そ
、
さ

ら
に
壮
大
な
「
舞
踊
の
謎
」
に
挑
戦
し
続
け

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
期
待
と
広
い
熱
烈
な
声

援
は
誠
に
予
乙
で
す
。
〈
佐
野
漣
箕
〉

〈
日
舞
〉
松
本
尚
蒔
は
「
辰
巳
の
四
季
」
「
家
桜
傾
城
姿
」
に
意
欲
を
み
せ
た
。
〈
能
・
狂
言
〉
笠
田
昭
雄
が
「
道
成
圭
ユ
を
披

い
た
。
初
心
者
の
た
め
の
解
説
つ
き
「
か
ぶ
つ
く
能
」
等
、
吉
井
基
晴
が
活
曜
。
狂
言
善
竹
隆
志
に
は
「
蛭
子
大
黒
」
の

「
歩
行
」
に
進
歩
を
認
め
た
い
。
〈
雅
楽
〉
酒
井
康
博
が
行
う
「
生
田
雅
楽
会
」
に
期
待
。
〈
芝
居
〉
鶴
岡
大
歩
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
「
偶
の
惑
星
」
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
公
演
。
劇
団
道
化
座
は
新
「
生
き
る
」
シ
リ
ー
ズ
が
ス
タ
ー
ト
。
劇
団
神
戸
は
、

「
虹
と
落
日
」
で
伯
方
島
で
の
迫
力
の
野
外
演
劇
を
。
元
永
定
正
が
「
舞
台
空
間
展
」
で
ユ
ニ
ー
ク
な
舞
台
美
術
を
披
露
。

〈
洋
舞
〉
洋
舞
界
は
か
つ
て
の
神
戸
洋
画
界
が
日
本
を
リ
ー
ド
し
た
頃
の
盛
況
に
似
て
き
た
。
創
立
四
十
五
周
年
を
迎
え

た
貞
松
．
浜
田
バ
レ
エ
団
は
、
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
が
三
日
で
完
売
、
創
作
リ
サ
イ
タ
ル
作
品
「
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
」

も
高
く
評
価
さ
れ
た
。
貞
松
正
一
郎
は
神
戸
市
文
化
奨
励
賞
、
上
村
未
香
は
県
芸
術
奨
励
賞
受
賞
。
瀬
島
五
月
が
イ
ギ
リ

ス
へ
、
中
田
一
史
が
ミ
ラ
ノ
ス
カ
ラ
座
へ
、
な
ど
他
多
数
留
学
、
江
川
バ
レ
エ
団
の
佐
藤
由
子
は
ザ
ク
セ
ン
国
立
歌
劇

契
約
な
ど
で
国
際
的
。
藤
田
佳
代
の
櫛
成
振
付
の
「
あ
れ
か
ら
五
年
ｌ
空
と
海
と
山
の
間
に
」
は
、
素
人
の
高
校
生
の
群

舞
と
、
日
舞
、
洋
舞
、
フ
ラ
メ
ン
コ
の
特
出
に
雅
楽
ま
で
入
れ
た
「
震
災
芸
術
」
、
次
回
作
に
期
待
。
上
甲
裕
久
の
創
作
バ

レ
エ
「
ミ
レ
ニ
ァ
ム
」
は
″
生
き
る
歓
び
、
踊
る
歓
び
〃
、
命
の
人
間
賛
美
が
宝
石
の
如
く
散
り
ぱ
め
ら
れ
て
明
快
、
洗
練

さ
れ
た
技
巧
の
躍
動
感
は
見
事
、
本
年
随
一
と
し
て
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

第２９回

ブルーメーノレ賞

Ｂ
選
考
経
過

､綿
く舞台芸術部門＞

創作バレエ｢ﾐﾚﾆｱﾑ｣で卓越した舞踊哲学の結晶を披露
じようこうやすひさ

-11甲裕久に

‘
旦一．

ダンスリサイタル「ミレニアム」
1999年12月４日神戸国際交流会館にて

ば
戦
後
、
兵
庫
県
下
で
の
最
初
の
文
化
団
体

と
は
、
朝
倉
斯
道
氏
の
ご
指
導
に
よ
る
神
戸
洋

唾
画
会
（
昭
和
二
十
三
年
）
で
し
た
。
そ
の
後
、

薦
神
戸
洋
画
会
で
の
小
磯
良
平
、
田
村
孝
之
介

推
ほ
か
阪
神
間
に
在
住
す
る
洋
画
家
達
の
活
躍

は
日
本
の
洋
画
壇
を
リ
ー
ド
し
、
東
京
を
し

の
ぐ
「
一
時
期
」
が
あ
り
ま
し
た
。
創
立
四

十
八
周
年
の
県
洋
舞
家
協
会
の
現
在
の
活
躍

と
芸
術
性
は
、
か
つ
て
の
神
戸
洋
画
会
の
栄

光
の
歴
史
に
匹
敵
し
ま
す
。
そ
れ
は
神
戸
洋

画
会
発
足
以
降
、
ず
っ
と
新
聞
記
者
と
し
て

「
文
化
」
を
み
て
き
た
私
の
迷
い
の
な
い
証
言

で
す
。

そ
う
し
た
な
か
で
の
創
作
バ
レ
エ
『
ミ
レ
ニ

ァ
ム
善
は
卓
抜
で
し
た
。
上
甲
裕
久
さ
ん
は

過
去
に
『
遣
唐
使
」
、
『
妖
』
、
『
地
獄
の
門
』

等
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
度
、
五
年

』

岡田美代さん
く演出家〉

山本忠勝さん
く神戸新聞編集委員〉

画
選
考
委
員
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ

'１

１１，
１’

.､１
理

､語緬2輿
』

Ｉ
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声

第
四
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
〈
舞
台
芸
術
部
門
〉
受
賞
者

じ
よ
う
こ
う
や
す
ひ
さ

「
今
」
を
つ
ふ
く
、
り
あ
げ
て
ゆ
ぁ
く
、
上
甲
裕
久

‘

'1画’

Ｌ

堂一匹

と
一一面

Ⅲ

』
ａ
■
ｌ
■
■
ｒ

ア

〈
舞
踊
家
〉

⑮）弔

唖、

陸、

4５

■記

｡、ドジ
‘丘

～

－御ａ

、後つ
演はいと

レス

エを

劇
、
オ
ペ
ラ
等
の
振
付
を
手
掛
け
、
異
色
作

を
発
表
し
続
け
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
前
年
、
一
九
九
四

年
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
原
作
『
地
獄

の
門
』
で
リ
サ
イ
タ
ル
。
翌
年
一
月
、
「
ま
る

で
本
当
に
地
獄
の
門
を
叩
い
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ
っ
た
」
大
震
災
。
自
身
も
被
災
し
た
上

甲
さ
ん
は
、
そ
れ
か
ら
五
年
の
沈
黙
に
入
る
。

「
震
災
を
自
分
の
な
か
で
検
証
し
た
か
っ
た

ん
で
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
取
り
組
め
ば
あ

ま
り
に
奥
が
深
か
っ
た
。
悲
し
い
、
苦
し
い
、

そ
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ

れ
ば
か
り
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
ら
、
短
絡

的
な
も
の
し
か
で
き
ま
せ
ん
」

『
ミ
レ
ニ
ア
ム
」
の
舞
台
に
よ
っ
て
、
「
ず
っ

と
ま
た
げ
な
か
っ
た
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
越

え
ら
れ
た
気
が
す
る
」
と
上
甲
さ
ん
は
話
す
。

五
年
間
の
空
間
を
ま
た
ぎ
、
鬼
才
・
上
甲
裕

久
の
新
し
い
世
紀
が
始
ま
っ
た
。

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
モ
ダ
ン
、
ジ
ャ
ズ
、
ひ
と
つ

の
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟
な
姿
勢

で
、
あ
ら
ゆ
る
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
を
駆
使
し

て
『
今
一
を
表
現
し
た
い
」
倉
梱
羽
〉

蝿影／森田篤志

十
四
歳
の
時
、
友
人
に
タ
ッ
プ
ダ
ン

習
お
う
と
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
所
が
バ

ス
ク
ー
ル
だ
っ
た
。

「
そ
れ
か
ら
は
バ
レ
エ
に
や
み
つ
き
に

い
う
よ
り
や
め
る
き
っ
か
け
が
な
く
て

つ
い
続
い
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
」
。
独
立

舞
踊
家
、
舞
踊
作
家
と
し
て
、
バ
レ
エ

皇

神戸国際交流会館メインホールにて
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4６

11.コウベファッションクリエーターズ／

Ｋ､Ｆ､Ｃ，

12.ジャーナリスト／村上和子

13.デザイナー／中村一夫

１４.柴田グループ代表/柴、音吉

15.デザイナー／丹野賎世子

16.デザイナー／大西節子

17.旗の{嫁/制徳子

18.メガネ／服部メガネ店

19.アートブラワーヂザｲﾅー ／

佐藤悦枝

20.ホテルゴーフルリッツファッション

ライプラリー館長/山木ﾂ洲

21.百貨店/大丸神戸店

理炉ﾙﾐﾅﾘ端ﾛｭー ｻー ／今岡蝿和

11.コウベファッションクリエーターズ／

Ｋ､Ｆ､Ｃ，

12.ジャーナリスト／村上和子

13.デザイナー／中村一夫

１４.柴田グループ代表/柴、音吉

15.デザイナー／丹野賎世子

16.デザイナー／大西節子

17.旗の{嫁/制徳子

18.メガネ／服部メガネ店

19.アートブラワーヂザｲﾅー ／

佐藤悦枝

20.ホテルゴーフルリッツファッション

ライプラリー館長/山木ﾂ洲

21.百貨店/大丸神戸店

理炉ﾙﾐﾅﾘ端ﾛｭー ｻー ／今岡蝿和

国歴代受賞者

1.デザイナー／藤本ハルミ

2.神戸市心身障害者福祉

センター／米田博司

3.ニットデザイナー／市野木悦子
4.コウペジュニアテーラーズ／

ＫＬＴＣ

５･アートブラワー/太田タマコ

6.コウペファッシヲンソサエテイ／
Ｋ､Ｆ､Ｓ、

7.バール／I真珠の街･神戸］を
考えるプロジェクトチーム

8.家具/刺|戸市家具青年会
9.コウベファッションモデリスト／

Ｋ､Ｆ､Ｍ,

１０.沓iii家/望月美佐

国
選
考
委
員
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

第２９回

ブルーメーール賞
くファッション部門＞

未来のクリエーターを育成する

財団法人神戸ﾌｧｯｼｮﾝ協会に 今年もＫＦＣからパリ、ロンドン、ミラノへと
新進デザイナーがはばたく

国歴代受賞者

1.デザイナー／藤本ハルミ

2.神戸市心身障害者福祉

センター／米田博司

3.ニットデザイナー／市野木悦子
4.コウペジュニアテーラーズ／

ＫＬＴＣ

５･アートブラワー/太田タマコ

6.コウペファッシヲンソサエテイ／
Ｋ､Ｆ､Ｓ、

7.バール／I真珠の街･神戸］を
考えるプロジェクトチーム

8.家具/刺|戸市家具青年会
9.コウベファッションモデリスト／

Ｋ､Ｆ､Ｍ,

１０.沓iii家/望月美佐

な
方
向
性
に
あ
る
。

そ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
中
心
主
義
（
こ
れ
は
、

神
戸
が
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
博
」
以
降
引
き
ず
っ

て
き
た
ハ
ー
ド
の
構
築
と
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

と
す
る
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の
基
本
的
方
向
性
そ

の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
）
か
ら
の
脱

却
と
、
長
期
的
な
展
望
に
立
つ
産
業
・
人
材

育
成
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
設
立
、
既
成
の

ハ
ー
ド
の
利
用
と
有
能
な
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
と
い
っ
た
遠
く
て
困
難
な
事
業
へ
の

大
き
な
方
向
転
換
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
が
今
ま
さ
に
実
現
さ
れ
つ
つ

あ
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
り
青
い
（
未
成
熟
で
あ
る
）
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
賞
を
…
そ
の
可
能
性
と

苦
悶
に
こ
そ
、
こ
の
賞
を
贈
ろ
う
。

〈
三
好
栄
三
〉

ば
神
戸
の
新
名
所
「
北
野
工
房
の
ま
ち
」
の

と
順
調
な
運
営
、
意
表
を
つ
く
テ
ー
マ
（
ウ
ル

唾
ト
ラ
マ
ン
）
で
多
く
の
人
を
集
め
た
産
業
振

薦
典
イ
ベ
ン
ト
「
神
戸
ハ
ィ
ヵ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ァ

推
ム
Ⅲ
」
、
神
戸
か
ら
東
京
、
福
岡
さ
ら
に
ミ

ラ
ノ
、
パ
リ
へ
と
進
出
し
た
Ｋ
Ｄ
Ｃ
（
神
戸

デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
コ
ン
ポ
ー
ズ
ド
）
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
人
材
育
成
推
進
懇

話
会
）
に
お
け
る
人
材
・
産
業
育
成
事
業
の

具
現
化
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
重
視
と
海
外
に
留

学
生
を
送
り
、
人
材
育
成
を
中
心
と
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
大
き
く
変
貌
を
と
げ
た

「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
…
。
昨

年
度
、
（
財
）
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
は
実

り
あ
る
多
く
の
事
業
を
成
し
遂
げ
た
。
し
か

し
、
今
回
の
評
価
は
、
事
業
の
実
績
で
は
な

く
、
苦
吟
し
な
が
ら
模
索
し
つ
つ
あ
る
新
た

藤本ハルミさん
くデザイナー〉

神
戸
だ
け
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
問
わ
ず
活
動
を
続
け
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
の
寺
門
孝
之
。
二
十
周
年
を
迎
え
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
き
、
ま
す
ま
す
個
性
を
高
め

て
き
た
Ｋ
Ｆ
Ｍ
。
三
回
め
を
迎
え
、
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
ト
ア
ロ
ー
ド
ク

ラ
フ
ト
ァ
ー
ト
フ
ェ
ァ
。
映
画
館
と
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
融
合
を
試
み
た
ア
レ
ッ
ク
ス
楊
と

梁
建
緯
。
ダ
ン
ス
の
中
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
テ
ー
マ
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
続
け
る
藤
井
美
智
子
。

二
十
五
周
年
を
迎
え
た
Ｋ
Ｆ
Ｓ
。
そ
し
て
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
労
働
大
臣
卓
越
技
能
章
を
受
賞

し
た
田
中
謙
司
な
ど
多
く
の
候
補
者
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
た
。

最
終
的
に
は
北
野
工
房
の
ま
ち
の
運
営
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
パ
リ
、
ミ
ラ
ノ
で
の
Ｋ
Ｄ
Ｃ
の
開

催
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
立
ち
上
げ
な
ど
数
々
の
意
欲
的
な
未

来
に
続
く
取
り
組
み
が
大
き
く
評
価
さ
れ
、
財
団
法
人
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
の
受
賞
が
決
定
し
た
。

三好栄三さん
〈神戸ファッション
美術館学芸部長〉

鋼
Ｌ一一 黒

g■

小泉美喜子
く本誌代表取締役主筆〉

ＶＴ
鈴木章子さん
く神戸ファッション専門
皇湾交校長〉

、〆

Ｉ』
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隆

昭
和
四
十
八
年
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣

言
以
来
、
神
戸
は
行
政
・
経
済
・
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
し
て
平
成
四
年
に
財

団
法
人
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
が
設
立
さ

れ
た
。現
在
、
同
協
会
が
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い

る
の
は
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
は
な
く
、

今
後
に
続
い
て
い
く
事
業
活
動
の
展
開
に
あ

る
。

平
成
十
年
度
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
人
材

育
成
推
進
懇
話
会
（
Ｐ
Ｙ
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
）
が
立

ち
あ
げ
ら
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
ー
タ

ー
の
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
関
連
施
設
の
内
容
強
化
や
連
携
強
化
、

そ
し
て
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
集
ま
る
街
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
活
動
は
続
い
て
い
る
。

Ｋ
Ｄ
Ｃ
（
神
戸
デ
ザ
イ
ナ
ー
コ
ン
ポ
ー
ズ

ド
）
で
は
国
内
外
新
進
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
飛
躍

の
場
を
生
み
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
海
外
の
五
校
に
留
学
生
を
送
り
込

む
こ
と
を
契
機
に
、
業
務
交
流
提
携
を
結
び
、

一
方
、
留
学
校
を
卒
業
し
た
新
進
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
Ｋ
Ｄ
Ｃ
に
招
鴫
す
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
海
外
に
も
着
実
に
広
が
っ
て
き
て

い
る
。
「
神
戸
ら
し
い
『
小
さ
く
と
も
き
ら
り
と
光

る
、
グ
ッ
ド
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
展
開
』
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の
田
崎
俊
作
会

長
の
こ
と
ば
に
、
二
十
一
世
紀
に
輝
く
神
戸

の
街
が
浮
か
ん
で
き
た
。
〈
前
田
〉

写真提供／田崎真珠株式会社

4７

第
四
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
〈
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
〉
受
貫
者

グ
ッ
ド
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
展
開
を

碑亨や墨恐翻
■一一

二

財
団
法
人
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会

田
崎
俊
作
同
協
会
会
長
〉

言

一
卜

ｈ
Ｕ
０
Ｉ
Ⅱ
１
川
Ｌ
一
己
ｈ
Ｂ

霧

＃

＝■〒

●

戸-ゴ
ー

１
１
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あかちやん：小谷理紗ちゃん
（平成11年８月６日生まれ）

パパ:英進さん

ママ:尚美さん

｢優しくて、人の気持ちの分かる子供に…」

灘
磯
灘
磯

冊冊

ＺＨＡＩ）オスＺＨＡＩ）オス

４月下旬、神戸市に中国から雌雄２頭のジャイアントパンダ
がやって来ます。

阪神・淡路大震災で、傷ついた市民の心をいやし、復興の樹
にと、かねてから中国側と話し合っていたものです。日本での
パンダの長期飼育は､上野､白浜に次いで３か所日となります。
今後、１０年間、日中共同で飼育繁殖研究を行うことになってい
ます。

２頭を迎える市立王子動物園では、パンダ舎の建設が順調に

４月下旬、神戸市に中国から雌雄２頭のジャイアントパンダ
がやって来ます。

阪神・淡路大震災で、傷ついた市民の心をいやし、復興の樹
にと、かねてから中国側と話し合っていたものです。日本での
パンダの長期飼育は､上野､白浜に次いで３か所日となります。
今後、１０年間、日中共同で飼育繁殖研究を行うことになってい
ます。

２頭を迎える市立王子動物園では、パンダ舎の建設が順調に

進んでいます。

来神に先立ち、３月18日から４月11日まで、特別展「パンダが
神戸にやってくる！」を開催します。内容は、昭和56年のポー
トピア'81で飼育展示した「サイサイ｣、「ロンロン」の写真や
当時パンダが遊んだポールなども展示する予定です。
また､今度来神する２頭のパンダの愛称を募集する予定です。
一般公開は、６月ごろからになりそうです。かわいいパンダ
を見に、同閲に足を皿んでみてはいかがでしょうか。

進んでいます。

来神に先立ち、３月18日から４月11日まで、特別展「パンダが
神戸にやってくる！」を開催します。内容は、昭和56年のポー
トピア'81で飼育展示した「サイサイ｣、「ロンロン」の写真や
当時パンダが遊んだポールなども展示する予定です。
また､今度来神する２頭のパンダの愛称を募集する予定です。
一般公開は、６月ごろからになりそうです。かわいいパンダ
を見に、同閲に足を皿んでみてはいかがでしょうか。

問い合わせ：神戸市立王子動物園（ｍＯ７８－８６１－５６２４）問い合わせ：神戸市立王子動物園（ｍＯ７８－８６１－５６２４）
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社団法人神戸青年会議所
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２１世紀０年ゼロから一新ある集い

一新たな神戸の創生一
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四
十
歳
ま
で
の
〃
若
い
力
”
が
結
集
す
る
青
年
経
営
者
の

組
織
、
社
団
法
人
神
戸
青
年
会
議
所
了
Ｃ
）
は
、
今
年
で

創
立
四
十
二
周
年
に
な
る
。
「
変
革
の
能
動
者
た
ら
ん
と
す
る

青
年
と
し
て
、
個
人
の
、
真
に
豊
か
な
生
活
の
実
現
を
通
し

て
、
自
立
し
た
、
快
適
で
活
力
あ
る
地
域
を
創
造
し
、
自
由

と
公
正
を
保
障
す
る
国
家
を
基
盤
と
し
て
、
世
界
の
平
和
と

繁
栄
に
貢
献
し
、
地
球
上
す
べ
て
の
人
と
、
共
に
生
き
る
こ

と
を
誓
う
」
と
自
ら
の
使
命
を
そ
の
宣
言
に
誇
り
高
く
唱
え

て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
綱
領
に
は
、
「
わ
れ
わ
れ
Ｊ
ａ
ｙ
ｃ
ｅ
ｅ
は
、

社
会
的
・
国
家
的
・
国
際
的
な
責
任
を
自
覚
し
、
志
を
同
じ

う
す
る
者
相
集
い
力
を
合
わ
せ
、
青
年
と
し
て
の
英
知
と
勇

気
と
情
熱
を
も
っ
て
、
明
る
い
豊
か
な
社
会
を
築
き
上
げ
よ

う
」
と
青
年
ら
し
い
息
吹
き
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

二
○
○
○
年
一
月
七
日
、
新
年
祈
祷
の
た
め
生
田
神
社
に
、

理
事
長
以
下
主
要
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
。
Ｊ
Ｃ
は
単
年
度

制
な
の
で
、
基
本
理
念
や
テ
ー
マ
は
、
そ
の
年
の
理
事
長
が

提
唱
す
る
。

本
年
度
理
事
長
の
寺
本
督
氏
が
提
唱
し
た
基
本
方
針
は

「
二
十
一
世
紀
○
年
ゼ
ロ
か
ら
一
新
ｌ
新
た
な
神
戸
の
創
生

ｌ
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
西
暦
二
○
○
○
年
を
二
十
一
世
紀

の
○
年
・
ス
タ
ー
ト
と
捉
え
、
文
字
通
り
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

を
で
き
る
年
と
考
え
、
新
し
い
神
戸
を
創
生
す
る
こ
と
を
目

指
そ
う
と
い
う
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

神
戸
の
未
来
は
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
彼
ら
の
双

肩
に
か
か
っ
て
い
る
。
〈
編
集
部
〉

4９

一
列
目
左
か
ら
戎
正
晴
、
前
田
修
、
遠
藤
純
民
、
寺
本
督
、
村
川
勝
、
中

山
広
隆
、
船
木
靖
夫

一
一
列
目
左
か
ら
石
元
孝
浩
、
宮
本
宜
尚
、
土
屋
雅
昭
、
三
峰
慶
弥
、
奥
井

秀
樹
、
瀧
川
高
章
、
須
浪
道
広

三
列
目
左
か
ら
植
田
正
己
、
橋
本
覚
、
中
田
義
成
、
臼
井
英
之
、
王
裕
良
、

寺
崎
浩
幸
、
中
野
友
史
、
作
治
広
幸

四
列
目
左
か
ら
｜
一
木
貴
司
、
千
葉
悠
晃
、
西
嶋
宏
行
、
米
田
篤
、
内
平
徳

勇
、
西
尾
光
、
上
村
修
司

五
列
目
左
か
ら
藤
原
崇
晴
、
古
田
実
、
木
下
勝
文
、
坂
井
幸
嗣
、
山
根
邦

裕
、
竹
部
博
範

し

肺
１
１
《
‐
１
４
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唾
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》
一
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’1画ｺﾖｰ蕊i患Ｉ韻‘制,瀞'痩鋤ｉＩｌ捌聯Ｗ‐
Ｋ◎ＢＥコウベズナップＳｎｎＰ

蕊

罰罰

麺

蕊
:Ｉ

罰

里Ｌ

目

騨眺

←生田神社震災復興記
念之碑が完成
生田神社が｢生田神社震災

復興記念之碑」を生田の池
畔に完成。１月12日除幕式

が取り行われ、「生田神社

阪神大震災復興の記録」も
出版された

一
一
種_騨蜂

↑慰霊と復興のモニュメント、東遊園地に
１月16日東遊園地で、慰蜜と復興のモニュメントの除幕式が行
われた。子供たちが描いた、2354枚のハンカチをつなぎあわせ

嘆

こうべ,(､ｳｫーｸ》 震災から5年目力
ＫＩＫ

た幕が降ろされると、楠田信吾

氏の「ＣＯＳＭＩＣＥＬＥＭＥ

ＮＴＳ」が姿を見せた

→↓｢1.17KOBEに灯りを」
５時46分に東遊園地の新し

く完成した慰霊と復興のモニ

ュメントに、横浜から灯りが

運ばれた。写真右はスタッフ

の中島正義さん識瀞

■

７７．ブア
メモリアル

■‐

←自分の足で確かめた１．１７
第２回こうべｉウオークが１

月１６日に催された。長田の大

国公園から三宮の東遊園地ま

での約10kmの道のりを歩きな

がら、復興する町の姿を多く

の参加者が自分たちの目で確

かめた。後半、小雨が降るあ

いにくの天候ではあったが、

１５０人を超える県内の中学、

高校、大学生のボランティア

たちの元気な声が参加者を元

気づけていた

」

四

｡､

麺
詫

鵜
I』

｡？

■『
ず

(涛脳

識
蕊 凸も‘

ｮ塁１Ｆ

僻

罰

1ＪＩ

７

凶一一N

謙篭〈
生墜、、＝

⑨ィ 血Ｉ

→１．１７を表現する
兵庫県立近代美術館で「震

災と美術－１．１７から生ま

れたもの－」展が開幕。絵

画・彫刻・映像などあらゆ

るジャンルにおける震災の

表現ｶｰ堂に。写真下は米

田定蔵・英男カメラマン

｢都市の記憶を記録する」
(３／20まで）

ﾝ-6、

騨
蕗ｉAC壷雲鍾霧

園
盲■

DL鋳曾駿濡2ﾕ騨嘘・悟削り詮一二款
乏０００年唐社団瞳人神戸同眼会阻所

↓
元
町
一
番
街
の
シ
ン
ボ
ル
に
灯

１
月
灯
日
元
町
一
番
街
の
歩
道
に
「
元
町

の
バ
ラ
」
が
Ｉ
か
所
完
成
。
ロ
ウ
ソ
ク
を

と
も
し
黙
祷
を
。
写
真
左
は
デ
ザ
イ
ン
・

制
作
を
担
当
し
た
三
浦
啓
子
さ
ん

↑
神
戸
Ｊ
Ｃ
２
０
０
０
年
の
新
春
互
礼
会

神
戸
青
年
会
議
所
の
新
年
互
礼
会
が
１
月
調
日
の
夜
、
笹
山
神

戸
市
長
を
迎
え
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
か
れ

た
。
新
理
事
長
寺
本
督
氏
が
２
０
０
０
年
の
年
頭
所
感
を
表
明

１
国

１
．
§
』

Ｉ

窪苧亨貢
識－
，＝弓 ●

迅
則

も
、
『

ｆー

謹謬霞雪謹謬霞雪
凸

！‘簿瀞
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↑
「
新
年
恭
賀
！
」
南
京
町
春
節
祭

２
月
４
日
～
６
日
菌
皐
町
春
節
祭
が
華
や
か
に
。
日
本
初
公
演
の
歌
仔
戯
（
中
国
オ
ペ
ラ
）
も
好
評

で
３
日
間
で
訂
万
人
の
人
出
。
写
真
は
閏
催
式
で
笹
山
市
長
、
東
亜
会
上
根
会
長
、
祝
賀
の
獅
子
舞

笹三 ■■

屍
が
詳
画
厚
岸
一

iiI
二夢

動

１

!’
１

＝

、

■』

』

、

↑今年こそ優勝を１
１月28日、生田神社へ、仰木監督ひきいるオリックス・ブルーウェーブー行が、新春ミ

レニアム2000年の必勝祈願に参拝。ガンパレオリックスＩ

ｍ 一

と、

＝一唇一

’噂、
Ｆ＝ｌ

恩'１ｉ
と皐燕

涜
層

プNミツ

瀞
卜’

i墓謹:蕊識
』

，。

Ｌ
属

ａ“Ｊ

Ｉｒ

眉コウベズナップＳｎｎＰ侭。傭

り

屡
宜
匠
同

両
ｒ
Ｆ
圃

画
戸
唾
両

菖
画
面
両

目
■
両

』
鼎
が
Ⅷ
）

勺

２，

藍墨膨

~ｆ、

刺

ｆ ←↓70周年ＭＯＦメダルをプレゼント
パリのサンディカル・オートクチュール校のオルガ

ソーラ先生が、Ｋ・Ｆ．Ｍ会長の藤本ハルミさんに、

権威あるＭＯＦの70周年のメダルをプレゼント。１

月29日甲陽園の柿本邸で。写真右は歓抑会
#

蕊
ｂ

則

〃
ｆ
Ｐ
Ｌ

111

Ｎ
鰯耀懸謹蕊議露鐸雲涯

雲
全

１

盲Ｌ

蕊
因

流神戸司所創立75周年

峨御流神戸司所75周年の記念祝賀会「いけばなの
」が神戸ポートピアホテルで盛大に開かれた。写
巳神戸司所長親子

↓→嵯峨御流神

１月23日、嵯峨御ｉ

2000年の集い」が
真右は吉田泰巳神７

↑
兵
庫
県
柔
道
接
骨
師
会
新
年
会

１
月
９
日
、
兵
庫
県
柔
道
接
骨
師
会
が

同
会
館
に
て
新
年
会
を
。
上
田
勉
会
長

を
囲
ん
で

懸謹蕊議露鐸雲涯

墨
撫ｑ

一当－号

ゾ職
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●
花
博
で
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

ｌ
い
よ
い
よ
淡
路
花
博
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ

藤
本
和
弘
副
知
事
を
訪
ね
て

曲
ひ
ょ
う
ご
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

共
に
話
し
合
い
、
考
え
な
が
ら

県
民
の
立
場
に
た
っ
た
行
政
を

Ｉ
ラ
２
０
０
０
」
の
開
幕
で
す
ね
。

淡
路
花
博
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２

０
０
０
」
は
明
石
海
峡
大
橋
で
神
戸
と

結
ば
れ
た
淡
路
島
を
舞
台
に
、
三
月
十

八
日
か
ら
半
年
間
、
世
界
中
か
ら
千
七

百
種
類
百
五
十
万
本
の
花
を
集
め
て
開

催
さ
れ
る
国
際
園
芸
・
造
園
博
覧
会
で

す
。
関
西
国
際
空
港
の
建
設
用
土
砂
が

採
取
さ
れ
た
跡
地
を
、
最
新
の
緑
化
技

術
に
よ
っ
て
自
然
を
回
復
さ
せ
会
場
に

し
ま
し
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
を

駆
使
し
て
熱
帯
雨
林
を
再
現
す
る
「
緑

と
都
市
（
ま
ち
）
の
館
」
や
、
日
本
未

公
開
の
中
国
雲
南
省
の
秘
花
を
展
示
し

た
「
奇
跡
の
星
の
植
物
館
（
夢
舞
台
温

室
）
」
で
の
多
彩
な
展
示
の
ほ
か
、
四
．

五
メ
ー
ト
ル
区
画
の
花
壇
が
百
個
集
ま

っ
た
「
百
段
苑
」
や
「
国
際
庭
園
」
と

い
っ
た
世
界
の
花
々
で
つ
く
る
数
々
の

お
花
畑
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
前
売
り
入
場
券
も
多
く
の
方
々
に

お
求
め
い
た
だ
き
、
ま
た
知
事
出
演
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
も
話
題
に
な
る
な
ど
、

皆
さ
ん
が
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
豊

か
な
自
然
環
境
の
象
徴
で
あ
る
花
と
緑

を
通
じ
、
人
と
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
機
会
と
な
る
と
と
も
に
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
後
、
兵
庫
県
は
こ
ん
な
に

罰２

二
○
○
○
年
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
新
し
い
変
革
の
波
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
で
は
行
政
に
関
し
て
も
、
今
ま
で

と
は
違
う
発
想
で
、
よ
り
広
く
県
民
の
意

見
を
反
映
で
き
る
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
兵
庫
県
副
知
事
の
藤
本
和
弘
さ
ん

に
ご
自
身
の
お
話
を
交
え
な
が
ら
、
二
十

一
世
紀
を
迎
え
る
兵
庫
県
の
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふじもと・かずひろ

１９３７年兵庫県佐用郡生まれ。５８年に兵庫県立農林講習所

を卒業後、兵庫県に入庁。総務部財政課参事、総務課長、

財政課長、職員長、総務部次長、知事公室長、理事、出納

長を経て、９９年に副知事に就任。
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●
県
民
の
側
に
た
っ
た
行
政
を

ｌ
開
幕
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。
と
こ
ろ

で
ご
出
身
は
、
美
し
い
自
然
や
多
彩
な
伝

統
文
化
の
息
づ
く
西
播
磨
と
伺
っ
た
の
で

す
が
。佐
用
郡
三
日
月
町
で
す
。
大
型
放
射

光
施
設
「
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｌ
８
」
で
有

名
な
播
磨
科
学
公
園
都
市
か
ら
も
っ
と

山
深
く
入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
（
笑
い
）
。

兵
庫
県
に
は
昭
和
三
十
五
年
に
入
庁
い

た
し
ま
し
た
。
長
く
県
の
財
政
の
仕
事

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭

和
四
十
七
年
の
老
人
医
療
保
険
制
度
制

定
時
に
は
、
当
時
財
政
課
長
の
貝
原
知

事
と
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
そ

の
制
度
を
今
進
め
て
い
る
行
財
政
構
造

改
革
の
な
か
で
、
見
直
す
こ
と
に
な
る

と
は
お
も
し
ろ
い
巡
り
合
わ
せ
だ
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
何
も
か
も
が

手
探
り
の
状
態
で
、
老
人
医
療
保
険
で

診
療
を
受
け
る
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
に
、

市
町
村
の
負
担
が
高
く
な
る
な
ど
、
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

●
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な
制
度
を

ケ
ー
ス
を
考
え
て
い
た
こ
と
な
ど
が
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
年
月
が
た

ち
、
老
人
医
療
の
問
題
は
あ
る
程
度
解

消
さ
れ
て
き
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

現
行
の
兵
庫
県
の
老
人
保
険
制
度
は
全

国
で
一
位
と
飛
び
ぬ
け
て
お
り
、
本
当

に
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
た
め
の
制

度
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
、
見

極
め
る
目
が
こ
れ
か
ら
は
大
切
で
す
。

ｌ
こ
れ
か
ら
は
時
代
の
流
れ
を
も
見
極
め

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

二
十
一
世
紀
を
迎
え
時
代
は
変
革
期

を
迎
え
て
い
ま
す
．
右
肩
上
が
り
の
成

長
社
会
か
ら
、
少
子
・
高
齢
の
成
熟
社

会
を
迎
え
て
、
そ
れ
に
即
し
た
新
し
い

兵
庫
を
め
ざ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
行
政
組
織
に
お
い
て
も
、
こ

う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
改
革
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
兵
庫
県
で
は
「
行
財
政
構
造
改
革
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
取
り

組
み
は
、
単
に
経
費
を
削
る
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
県

民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
機
動
的
か
つ
柔
軟
に
提
供

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
各
地
域
の
県
民
局
長
が
地
域
の

頑
張
っ
て
い
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
を
世

界
中
の
人
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
と
も
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
々
と
話
し
合
い
、
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
く
か
を
決
め
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
各
県
民
局
が
地

域
の
窓
口
と
な
り
、
よ
り
地
域
に
密
着

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
県
民
局
長
は
さ

し
ず
め
ミ
ニ
知
事
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
改
革
の
必
要
性

を
県
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
な
が
ら
、

成
熟
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
シ
ス
テ

ム
の
確
立
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ｌ
阪
神
・
淡
路
大
震
災
も
住
民
と
行
政
を
近

づ
け
る
契
機
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

震
災
当
時
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
復
興
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

知
事
の
提
案
で
「
県
民
会
議
」
を
実
施

し
、
私
は
「
外
国
人
復
興
県
民
会
議
」

を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。
広
く
県
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
機
会
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
新

し
い
長
期
総
合
計
画
づ
く
り
に
お
い
て

も
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
主
体
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
域
ご
と
に

「
地
域
夢
会
議
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
の
英
知
を
結
集
し
、
県

民
主
役
・
地
域
主
導
の
「
兵
庫
の
二
十

一
世
紀
夢
ビ
ジ
ョ
ン
」
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ｌ
旅
行
や
ゴ
ル
フ
が
ご
趣
味
と
伺
い
ま
し
た
が
。

ゴ
ル
フ
は
ハ
ン
デ
ィ
週
で
す
か
ら
、
そ

ん
な
に
う
ま
く
あ
り
ま
せ
ん
よ
（
笑
い
）
。

旅
行
に
出
か
け
る
時
間
が
最
近
あ
ま
り

な
い
の
が
残
念
で
す
ね
．
以
前
は
家
内

と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
旅
に
出
か
け
て
い

ま
し
た
。
若
い
時
は
千
曲
川
で
ど
ぶ
ろ

く
を
飲
み
寝
そ
べ
っ
た
り
、
下
関
で
は

ひ
れ
酒
を
味
わ
っ
た
り
と
旅
先
で
は
よ

く
飲
ん
で
い
ま
し
た
ね
（
笑
い
）
・
職
員

長
を
務
め
て
い
た
時
に
は
西
国
三
十
三

カ
所
巡
り
に
行
き
、
職
員
の
健
康
を
祈

り
な
が
ら
お
寺
を
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
う
す
る
こ
と
が
自
分
に
と
っ
て

も
慰
め
や
癒
し
に
な
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
る
旅
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

い
ま
人
々
の
価
値
観
は
物
質
的
な
豊

か
さ
よ
り
も
、
精
神
的
に
ゆ
と
り
の
あ

る
心
の
豊
か
さ
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
．

心
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
づ
く
り
に
こ
た
え
る
こ
と
が
私

た
ち
行
政
の
役
目
で
し
ょ
う
。
ち
な
み

に
私
自
身
が
日
々
の
生
活
の
中
で
、
精

神
的
な
ゆ
と
り
を
持
つ
た
め
に
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は
「
忘
れ
る
こ
と
、
根
に

持
た
な
い
こ
と
」
で
し
ょ
う
か
ね
（
笑
い
）
。

（
兵
庫
県
副
知
事
室
に
て
）

●
癒
し
の
旅
で
心
に
ゆ
と
り
を

Emg
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